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定例監査結果報告書 

 

 令和元年度定例監査を実施した結果を、地方自治法第１９９条第 9項の規定により報

告する。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

（１）監査対象機関及び期間 

総務課，警防課、予防課、通信指令課 

平成３１年４月１日～令和元年９月１５日 

（２）職員組織の状況 

（３）財務に関する重点事項 

（４）予算の執行状況 

（５）委託契約の状況 

（６）公有財産の状況 

（７）現金公有財産物品等の亡失棄損その他事故の状況 

（８）監査及び検査等に関する事項 

（９）繰越明許費の状況 

 （10）各課が所管する団体、組織等 

 

２ 監査の時期 

 （１）監査日 令和元年１０月４日（金） 午後２時 

 （２）場 所 板野東部消防組合本部２階 大会議室 



３．監査の結果 

 

（１）全般 

①職員組織の表に関して、１年以内に人事異動があった場合は、摘要欄の空欄に 

異動年月日及び旧所属を記載されるようにしてください。 

②事務分掌について、予防課を除き例規集の「消防本部に関する規則」に基づいて

見直しが実施されていました。 

③安全衛生委員会のメンバーについて、産業医も同席されるように、昨年度の定

例監査において指摘しておりましたが、今年度より出席を検討中との事。是非、

産業医が出席されて開催してください。 

④公有財産に関して、建物の延床面積に、決算書・消防年報・その他報告書により

バラツキが見られますので、統一されるよう検討をされたい。 

⑤消防年報の内容に関して、新しく「防火対象物の立入検査実施数」及び「出火率」

を記載されたことは、業務内容の把握や火災発生状況の理解に役立っているも

のと推察されます。 

⑥消防組合本部より情報提供として、各町の町報誌に「年末年始の火災予防運動」

「情報公開条例の運用状況」などを掲載依頼されています。今後は、更に町民の

方への「具体的な防火予防対策や防火思想の啓蒙」並びに、各課が持っている

種々の情報伝達等(例：出火率や適正な救急通報の仕方 etc)を定期的に掲載依頼

されることを要望します。それが引いては、行政コストの削減に貢献するものと

推察されます。 

 

 （２）総務課 

   ①職員の健康管理、メンタルヘルスについて、年１回職員全員にストレスチェッ

クを実施されて、高ストレス者は産業医との面談を行い、職場復帰への配慮も

されていることに評価します。 

   ②消防年報の中で総務課関係の備品台帳が記載されておりません。次年度より、 

    他の部署も含めて、「主たるもので、購入金額が幾ら以上を基準とする」等を検

討されて、備品台帳を統一化して頂きたい。 

 

 （３）警防課 

    自動車の定期点検整備一覧表について、各部署で作成されていますが、フォー 

ムがバラバラとなっていますので、消防団も含めて、統一した様式に変更された 

い。 

 



 （４）予防課 

   ①事務分掌について、例規集の「消防本部に関する規則」に記載のない事務分掌 

内容がありますので、現状を考察の上、業務の実態に則した内容に例規集の更 

新をお願いします。  

   ②消防年報に記載されている防火管理者義務対象物の件数に関して、用途で寮・

下宿・共同住宅の件数が、前年度と比較して、大幅に減少しています。その要

因について、調査のほどお願いします。 

 

（５）通信指令課 

    最近は各地で台風や豪雨による風水害が発生しており、早期の避難並びに情報

提供等が重要となっております。ＮＥＴ１１９については、多くの障がい者の

方々の登録促進に注力されたい。 

 

以 上 


